
今
年
、
貧
困
と
格
差
が
世

界
中
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

10
月
に
入
り
米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
経
済
格
差
の
拡
大
や
雇

用
不
安
・
失
業
に
反
発
す
る

デ
モ
が
止
ま
ら
な
い
と
報
道

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
８

月
に
は
英
ロ
ン
ド
ン
の
若
者

を
中
心
と
す
る
暴
動
か
ら
デ

モ
が
英
国
全
土
に
広
が
り
ま

し
た
。
仏
で
は
昨
年
10
月
に

年
金
の
支
払
い
を
２
年
遅
ら

せ
る
こ
と
に
対
す
る
ス
ト
ラ

イ
キ
が
起
き
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
労
働
者
の
３
人

に
１
人
を
占
め
る
非
正
規
労

働
者
の
74
％
が
年
収
２
０
０

万
円
（
月
収
17
万
円
弱
）
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
貧
困
を
少
し

で
も
緩
和
で
き
る
よ
う
、
年

金
受
給
資
格
期
間
の
短
縮
や

最
低
保
障
年
金
制
度
を
実
現

し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に

も
全
国
20
万
人
の
年
金
者
組

合
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
当

面
、
年
金
額
の
切
り
下
げ
に

断
固
反
対
の
声
を
国
会
に
持

ち
込
み
ま
し
ょ
う
。
そ
の
先

頭
に
た
っ
て
運
動
を
進
め
て

い
く
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

日
本
機
関
紙
協
会
が
主
催

す
る
、
「
２
０
１
２
全
国
新

年
号
機
関
紙
誌
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
部
門
に
応

募
し
た
と
こ
ろ
、
優
秀
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

２
月
25
日
、
東
京
・
大
塚

の
東
京
労
働
会
館
ラ
パ
ス
ホ
ー

ル
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
賞

状
と
盾
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
様
々

な
団
体
（
市
民
団
体
、
労
働

組
合
、
職
域
、
中
に
は
家
族

新
聞
も
あ
り
ま
す
）
の
広
報

活
動
の
活
発
化
と
技
術
向
上

を
め
ざ
し
て
開
催
さ
れ
て
い

る
も
の
で
、
Ａ
コ
ー
ス
か
ら

Ｆ
コ
ー
ス
ま
で
の
６
部
門
で

合
計
３
８
０
件
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
部
門
の
Ｅ
コ
ー
ス

は
11
団
体
が
応
募
、
最
優
秀

に
は
「
米
の
山
病
院
」
が
選

ば
れ
、
「
鎌
倉
・
年
金
の
仲

間
」
が
そ
れ
に
次
ぐ
優
秀
賞

で
し
た
。

担
当
者
と
し
て
は
驚
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ビ
ギ
ナ
ー

ズ
ラ
ッ
ク
の
部
類
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
、
ま
だ
生
ま
れ
た

て
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
評
価

さ
れ
た
こ
と
は
う
れ
し
い
こ

と
で
す
。
最
優
秀
賞
と
の
比

較
で
は
、
双
方
向
（
投
稿
や

質
問
）
で
活
用
さ
れ
て
い
る

か
、
管
理
す
る
態
勢
が
で
き

て
い
る
か
、
頻
繁
な
更
新
が

行
わ
れ
て
い
る
か
、
ブ
ロ
グ

や
ツ
ィ
ッ
タ
ー
な
ど
と
連
動

し
て
い
る
か
、
な
ど
で
ま
だ

ま
だ
劣
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
組
合
員
の

皆
さ
ん
が
気
軽
に
参
加
で
き

る
頁
に
す
る
こ
と
と
、
組
合

員
以
外
の
方
が
目
に
す
る
こ

と
が
多
い
と
思
う
の
で
、
私

た
ち
の
仲
間
増
や
し
に
役
立

つ
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

（
担
当

公
平
武
治
）
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65

歳

以

上

の

単

身

で

暮

す

女

性

の

貧

困

率

は

47

％

で

、

男

性

は

29

％

と

の

ニ

ュ

ー

ス

を

聞

い

て

衝

撃

を

受

け

た

▼

50

数

年

前
、

私

が

駐

在

員

と

し

て

駐

在

し

た

ア

メ

リ

カ

で

は

、

女

性

の

社

会

進

出

が

進

み

、

男

女

の

賃

金

格

差

は

現

在

の

日

本

よ

り

も

縮

小

し

て

い

た

。

日

本

で

は

当

時

、

洗

濯

板

で

手

洗

い

し

て

い

た

の

に

、

全

自

動

洗

濯

機

が

す

で

に

普

及

し

て

い

た

社

会

に

い

て

、

私

は

こ

う

考

え

た

も

の

だ

。

あ

と

2

〜

30

年

も

す

れ

ば

、

き

っ

と

ア

メ

リ

カ

並

み

に

な

る

だ

ろ

う

と

▼

最

近

、

樋

口

恵

子

著

『

女

・

一

生

の

働

き

か

た

』

を

読

ん

で

私

の

予

想

が

外

れ

た

理

由

が

明

確

に

な

っ

た
。

日

本

社

会

の

就

労

を

巡

る

仕

組

み

が

女

性

を

独

り

立

ち

さ

せ

な

い

よ

う

に

出

来

て

い

る

。

こ

の

仕

組

み

を

変

え

な

い

限

り

、

男

女

の

賃

金

格

差

、

年

金

格

差

は

解

消

せ

ず
、

女

性

の

貧

困

率

は

低

下

し

な

い

▼

女

性

の

労

働

環

境

を

整

備

し
、

男

女

参

画

を

実

現

し

た

国

は

、

出

生

率

も

上

昇

し

て

い

る

。

（

和

）

◎
消
費
税
に
よ
ら
な
い
最
低

保
障
年
金
制
度
を
実
現
さ
せ

よ
う

◎
不
公
平
な
く
移
行
で
き
る

2
階
建
て
の
最
低
保
障
年
金

を◎
無
年
金
・
低
年
金
者
も
最

低
年
金
を

ホームページ 鎌倉・年金の仲間＆http://nenkin-kamakura.sakura.ne.jp

20
万
人
の
組
合
員
の
力
で
最
低
保
障
年
金
制
度
を

ひ
ど
す
ぎ
る
！
日
本
の

雇
用
や
年
金
制
度

支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

優
秀
賞
受
賞
す
ご
す
ぎ
る
！

年
金
受
給
資
格
期
間
10

年
を
早
期
実
現
さ
せ
よ
う

年
金
者
組
合
で
以
前
か
ら
要
求
し
て
い
た
、
年
金
受
給
資
格
期
間
を
25
年
か
ら
10
年
に
短
縮

す
る
改
正
内
容
が
、
厚
労
省
か
ら
社
会
保
障
審
議
会
年
金
部
会
に
明
示
さ
れ
ま
し
た
。
年
金
部

会
で
は
、
と
く
に
異
論
は
な
く
、
10
年
短
縮
で
法
改
正
す
る
こ
と
が
ほ
ぼ
決
定
し
ま
し
た
。
最

低
保
障
年
金
制
度
が
実
現
し
て
い
な
い
も
と
で
、
現
在
の
無
年
金
者
だ
け
で
な
く
、
将
来
無
年

金
者
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
わ
が
国
の
年
金
制
度
の
画
期
的
な
改
正
で
す
。

厚
労
省
の
推
計
で
は
、
今
後
25
年
を
満
た
す
見
通
し
の
な
い
人
を
含
め
て
無
年
金
者
が
１
１

８
万
人
、
現
実
に
65
歳
以
上
の
無
年
金
者
が
42
万
人
お
り
、
そ
の
う
ち
10
年
以
上
の
納
付
済
期

間
を
有
し
て
い
る
人
が
約
４
割
と
な
っ
て
い
る
と
発
表
し
て
い
ま
す
。

法
案
が
成
立
す
れ
ば
推
計
約
17
・
２
万
人
の
無
年
金
者
に
受
給
権
が
発
生
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。
対
象
と
な
る
年
金
は
、
老
齢
基
礎
年
金
、
老
齢
厚
生
年
金
、
退
職
共
済
年
金
、
寡
婦
年

金
や
大
正
生
ま
れ
の
方
の
旧
法
時
代
の
老
齢
年
金
な
ど
で
あ
り
、
私
た
ち
の
ま
わ
り
に
も
受
給

資
格
期
間
不
足
で
無
年
金
と
な
っ
て
い
る
人
が
お
り
ま
す
。
一
日
も
早
く
改
正
法
案
を
成
立
さ

せ
よ
る
よ
う
年
金
者
組
合
の
運
動
を
強
め
ま
し
ょ
う
。

県
本
部
副
委
員
長

社
会
保
険
労
務
士

夏
野
弘
司

「生きてきたを伝える」

増刷しました!!

普及価格

（印刷代）

500円

優秀賞の盾です

コンクールの表彰式です

第
５
回

文
化
作

品
展

県
本
部
主
催

第
５

回
文
化
作
品
展
が
４
月
11

日（
水
）〜
15
日（
日
）

東
神
奈
川
駅
前
の
か
な
っ
く

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
す
。

絵
画
、
写
真
、
書
道
、
陶
芸
、

絵
手
紙
な
ど
募
集
し
て
い
ま
す
。

出
品
料
は
１
人
５
０
０
円
、２

点
ま
で
出
展
が
可
能
で
す
。

申
込
書
は
支
部
役
員
が
持
っ

て
い
ま
す
。

詳
細
は
役
員
ま
で
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り
は
３
月
末
ま

で



集
い
は
手
作
り
の
煮
物
、

漬
物
、
サ
ラ
ダ
等
な
ど
が
並

び
交
流
し
な
が
ら
先
ず
は
舌

鼓
。
会
に
入
っ
た
き
っ
か
け

や
、
近
況
報
告
、
自
己
紹
介

な
ど
。
ウ
ン
チ
ク
が
入
っ
た

り
楽
し
い
語
ら
い
が
続
き
ま

す
。
沢
山
あ
る
サ
ー
ク
ル
活

動
。
楽
し
そ
う
に
そ
の
内
容

が
語
ら
れ
、
ウ
ー
ン
参
加
し

て
み
よ
う
か
な
の
気
分
に
な

り
ま
し
た
。

現
在
故
郷
が
原
発
の
被
害

に
あ
い
墓
参
り
も
で
き
な
い

状
態
で
す
。
『
い
ま
フ
ク
シ

マ
を
考
え
る
』
の
取
組
の
事
。

芸
術
館
で
上
映
予
定
の
『
一

枚
の
ハ
ガ
キ
』
の
こ
と
。
多

面
的
な
活
動
の
交
換
な
ど
日
々

生
き
生
き
と
、
社
会
を
見
、

頭
を
使
っ
て
い
る
分
皆
さ
ん

お
若
い
ん
だ
な
ー
と
思
い
ま

し
た
。

乾
杯
の
時
、
チ
ョ
ッ
ピ
リ

い
た
だ
い
た
お
酒
で
ホ
ロ
酔

い
気
分
で
帰
宅
し
ま
し
た
。

一
人
暮
ら
し
の
私
に
は
と
て

も
嬉
し
い
一
日
で
し
た
。

斉
藤

悦
子

４
月
20
日
11
時
か
ら
年
金

神
奈
川
共
同
墓
所
で
墓
前
祭

が
行
わ
れ
ま
す
。
墓
前
祭
は

納
骨
と
刻
銘
、
お
参
り
で
す
。

墓
前
祭
と
墓
所
の
見
学
の
後
、

大
楠
山
ハ
イ
キ
ン
グ
を
し
ま

す
。

共
同
墓
所
は
横
須
賀

市
長
坂
で
す
。

実
施
日
…
…
４
月
20
日
（
金
）

集
合
時
間
…
午
前
９
時
30
分

集
合
場
所
…
大
船
消
防
署
前

（
自
家
用
車

で
行
き
ま
す
）

年
金
者
組

合
の
黄
色
の

小
旗
が
目
印
で
す
。

持
ち
物
…
…
昼
食
、
飲
み
物

参
加
希
望
者
は
必
ず
下
記

へ
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

申
し
込
み
…

山
内

44
‐
２
０
６
６

吉
原

45
‐
３
９
５
７

雨
天
中
止
で
す
。
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

吉
原

捷
利

福
島
第
一
原
発
の
あ
る
双

葉
町
の
北
隣
に
あ
る
浪
江
町

の
出
身
で
す
。
浪
江
町
に
現

存
す
る
我
が
家
に
は
住
む
人

は
居
ら
ず
、
一
昨
年
ま
で
の

十
数
年
間
は
、
年
２
〜
３
回

ほ
ど
兄
弟
た
ち
と
帰
省
し
て

い
る
状
況
で
し
た
。
今
回
の

事
故
で
、
わ
が
故
郷
は
立
ち

入
り
禁
止
区
域
に
さ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

原
発
事
故
は
、
ス
タ
ー
ト

か
ら
未
完
成
技
術
で
あ
る
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
に
も

拘
ら
ず
危
機
管
理
が
極
め
て

軽
く
し
か
取
り
組
ま
れ
て
こ

な
か
っ
た
事
実
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
ま
さ
に
人
災

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
災
害
原
因
を
つ
く
っ

た
加
害
者
・
原
発
利
益
共
同

体
が
全
面
的
な
損
害
賠
償
を

当
然
す
る
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。
東
電
が
作
っ
た
賠
償
請

求
書
類
の
難
解
さ
は
、
被
害

者
を
無
視
し
て
お
り
加
害
者

の
意
識
が
疑
わ
れ
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
一
年
が
経
ち
住

民
は
一
日
も
早
く
以
前
の
日

常
生
活
を
待
ち
望
む
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
長
期
化
し
て
い
る
状

態
は
、
福
島
県
民
の
人
権
を

奪
っ
て
お
り
、
国
の
役
割
と

し
て
は
早
期
の
除
染
と
全
面

賠

償

に

全

力

で

取

り

組

ん

で

ほ

し

い

と

思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
今
の
政
治

を
国
民
本
位
の
も
の
に
す
る

た
め
に
、
国
民
か
ら
の
行
動

も
求
め
ら
れ
て
い
る
昨
今
だ

と
思
い
ま
す
。

鈴
木

信
成

第201号 年 金 者 組 合 鎌 倉 支 部 2012年3月20日

花ハイク
日時 4月4日（水）9時30分
集合場所 小田急藤沢駅改札口
行先 秦野・弘法山

カメラウオーク
日時 4月18日（水）9時30分
集合場所 JR大船駅南口改札付近
行先 小田原城、長興山

年金学習会
日時 4月17日（火）13時30分～
講師 夏野弘司社労士
内容 ｢厚生年金」その3
場所 ＮＰＯセンター大船

手芸サークル
日時 4月30日(月) 13時30分～
場所 ＮＰＯセンター大船
参加費 500円
作品

プラチナ卓球
日時 4月3・10・17・24日

19時～21時 (毎火)
場所 大船中学校体育館

朗読の会
日時 4月10日・24日（第2・4火）

13時～15時
場所 老人保健施設かまくら
麻雀サークル
日時 都合で曜日は不定期です
場所 ＤＩＫマンション１Ｆ

「積み木の部屋」
カラオケサークル
日時 4月12日(第2木)13時～17時
場所 カラオケムーン大船店

郡上おどりを踊る会
日時 4月7・21日(第1・3土)

13時30分～15時30分
場所 手広西公会堂

年金受給日宣伝行動
日時 4月13日（金）14時～
場所 大船仲通りｱｯﾌﾟﾙ前

※年金者組合の他の行事などで変更す
る場合があります。ご了承下さい。

サークル４月のご案内

維

新

杉

浦

鷹

男

維
新
の
会
な
ん
だ
っ
て
ね
ェ
。

凄
い
も
ん
だ
ね
ェ
。

私
ァ
て
っ
き
り
勤
皇
の
会
か
国
粋
の
会
か
封
建
の
会
か

狂
信
の
会
だ
ろ
う
、
と
思
っ
て
た
よ
。
つ
ま
り
こ
れ
は

日
の
丸
と
君
が
代
が
日
本
の
理
想
的
な
美
徳
の
権
化
で

憲
法
は
必
ず
撲
滅
す
べ
き
凶
悪
犯
人
だ
、
っ
て
わ
け
だ
。

新
聞
の
作
成
。
昔
は

ガ
リ
版
印
刷
。
今

は
メ
ー
ル
原
稿
で
レ
イ
ア

ウ
ト
に
一
苦
心
、
パ
ソ
コ

ン
を
ど
れ
ほ
ど
駆
使
で
き

る
か
が
勝
負
。
時
代
は
変

わ
る
を
実
感
中
。

こ
と
し
は
梅
や
玉
縄

桜
の
開
花
が
例
年

よ
り
遅
く
そ
れ
ぞ
れ
の
花

見
を
計
画
さ
れ
て
い
た
向

き
に
は
残
念
な
結
果
に
終

わ
っ
た
方
が
多
い
ら
し
い
。

あ
の
震
災
か
ら
一
年
。
浪

江
の
近
所
の
夜
の
森
の
桜

は
い
つ
も
の
よ
う
に
咲
く

の
だ
ろ
う
か
。

五 行 詩

梅

満

開

内

田

秀

子

五

人

囃

子

の

ひ

と

り

横

向

き

ビ

ル

の

部

屋

ば

や

し

大

空

に

突

き

刺

さ

り

い

る

木

の

芽

吹

き

道

路

鏡

に

人

波

映

り

梅

満

開

　
　
ひ
と
　

　
な
み
　

う
つ
　

俳 句

「
健
口
体
操
」
で
顔

や

口

の

筋

力

ア

ッ

プ

（
そ
の
２
）

「
舌
体
操
」
は
舌
の
動

き
が
よ
く
な
り
、
だ
液

が
よ
く
出

て
、
食
べ

物
が
飲
み

込
み
や
す

く
な
っ
た
り
、
会
話
が

し
や
す
く
な
り
ま
す
。

①
舌
を
お
も
い
き
り
前

に
出
し
た
り
、
引
っ
こ

め
た
り
す
る
。
②
舌
を

前
に
出
し
、
左
右
に
動

か
す
。
③
舌
を
前
に
出

し
、
上
（
鼻
に
向
け
）

下
（
顎
に
向
け
）
に
。

④
口
の
周
り
を
グ
ル
リ

と
右
回
り
、
左
廻
り
で

回
す
。
い
い
唾
が
出
た

ら
ゴ
ッ
ク
ン
。

＊
口
を
閉
じ
て
、
舌
で

上
唇
中
央
、
下
唇
中
央
、

左
右
の
頬
を
押
し
た
り
、

グ
ル
リ
と
左
右
に
回
し
て
も

よ
い
で
す
。
体

調
に
合
わ
せ
無

理
の
な
い
回
数

で
続
け
て
く
だ
さ
い
。

（

歯

科

衛

生
士高

野
）

口
か
ら
の
健
康
づ
く
り（
3
）

お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン

誕
生
会
を
新
し
い
名
前
で
！

原
発
で

ふ
る
さ
と
を
失
う
の
か
！

《
サ
シ
ミ
の
ツ
マ
》

糸
の
よ
う
に
細
い
大
根
の

ツ
マ
っ
て
、
醤
油
が
つ
き

す
ぎ
ま
す
よ
ね
。
私
は
大

根
を
皮
む
き
で
ヒ
ラ
ヒ
ラ

に
け
づ
っ
て
ツ
マ
に
し
て

い
ま
す
。
大
根
の
甘
さ
も

活
き
て
目
か
ら
う
ろ
こ
の

美
味
し
さ
で
す
。
（
石
）

墓
前
祭
と
共
同
墓
所
見
学

大
楠
山
ハ
イ
キ
ン
グ
も

編
集
後
記

つ
ぶ
や
き

「
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
」

「
放
射
能
か
ら
子
供
を
守
ろ

う
」
と
３
月
11
日
の
「
ス
ト
ッ

プ
原
発
・
大
船
パ
レ
ー
ド
」

で
腹
の
底
か
ら
叫
ん
だ
。
子

供
・
孫
達
の
健
康
を
心
配
し

て
い
る
気
持
ち
を
道
行
く
人

達
に
訴
え
た
。

皆
で
原
発
廃
止
を
実
現

さ
せ
た
〜
い
。

（
洋
）

原 発 Ｎ


